
植物乳液を用いた自然農薬の作成に向けて 
大阪府立四條畷高等学校 

 
We focused on the insect repellent effect of plant emulsion. Plant emulsion is a white liquid that is 
secreted when plants are injured and is thought to have an insecticidal effect. Currently, chemical 
pesticides are widely used. Therefore, we conducted an experiment focusing on the insecticidal effect of 
naturally occurring plant emulsion. 

植物乳液に含まれるテルペンは防虫効果を示し、
自然農薬へ実用化できる 

防虫効果を示すテルペンを用いた自然農薬
の作成は可能か 

現在、化学薬品を用いた農薬が主に使用されており
農薬が流出することで環境や生態系の破壊へとつな
がる恐れがある。[1]　また農薬が付着した作物、それ
を餌とした動物を食すことで健康被害を引き起こすこ
とが報告されている。[2] 
 

 

自然由来の農薬を用いることで 
・環境や人体への被害を抑える 
・植物の新たな存在意義を見出す 
そのための方法を実用化に向けて模索する  

・5,15,35%のエタノールに、Aのレタスの芯、サツマイモと 
　Bのレタスの芯、サツマイモを浸しテルペン類を抽出 
・アルコール抽出した各種濃度のテルペン溶液、エタノ 
　ールをそれぞれ400倍に蒸留水で薄めキャベツに散布 
・ダンゴムシを放ちテルペンの防虫効果を確認 

・廃棄されやすい レタスの芯の植物乳液のみに  
　注目する 
・クロマトグラフィーを用いて テルペンの存在を確認  
　する 
・テルペンの散布頻度を変える 
・植物乳液由来でない テルペンを抽出し散布する  
・結果の信憑性を高めるため実験方法の一部変更  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①レタスにおいてエタノール抽出では、エタノー 
　ル濃度が高い方が抽出効率が良い 
②双方ともに細かく切る際に、包丁に乳液が 
　付着しテルペンの量が減少した 
③サツマイモの乳液に含まれる、糖脂質である 
　ヤラピンがダンゴムシを引き寄せた 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③ダンゴムシを放ちテルペンの防虫効果を確認

②アルコール抽出した各種濃度のテルペン溶液、エタノ 
　ールをそれぞれ400倍に蒸留水で薄めキャベツに散布

結果

考察

原料
[レタス/さつまいも]

エタノール濃度
[5%/15%/35%]

切り方
[A/B]

A:[大きく切る]
B:[細かく切る]

変えた条件

①エタノール濃度が高くなるにつれ、防虫効果があった
②方法A (大きく切る ) の方が防虫効果があった

③濃度と切り方に関係なくかけていない方が食べられた

植物乳液
(コニシキソウ)

A:サツマイモ B:サツマイモ

A:レタスの芯 B:レタスの芯

実験の様子
左：散布していないキャベツ

右：散布したキャベツ


